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上記（表１）のとおり、地方交付税等の収入が減ることや人口減（参考：人
口推計）による町税の減収のため、現状のままで財政運営をした場合、毎年
度赤字が続き、　将来的には貯金が底をついてしまいます。

�そのための方策として、町職員の大幅な減員や物件費の削減や節約、また、
　手数料等の値上げなどを想定しています。

�これらの方策は、あくまでも収支を保つための仮の設定条件であり、実際
　にどうするのかは、今後町民皆さまと一緒に考えていかなければならない
　問題であります。

�

現状のままの財政運営では羽幌町は自立できません。羽幌町が財政的に自立
するためには、貯金（基金）が残っているうちに収支が保てるようになるこ
とを基本に考えていかなければなりません。
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平成32年平成29年平成26年平成23年平成20年平成17年年　度

6,1406,6337,1277,6248,1198,613総人口

参考：羽幌町の人口推計 【※この人口はコーホート要因法により推計したものです。】

H35H32H29H26H23H20H17年度

567578603628655682710町税

収
入

2,3492,3492,4962,6522,8182,9942,878地方交付税

6486486486686681,092737国道支出金

2892892893453451,140598地方債（借金）

576577576577578579582その他

4,4294,4414,6124,8705,0646,4875,505計

1,0621,0771,0991,1291,1731,2411,287人件費

支
出

6246767779059461,1201,149公債費（借金返済）

9439431,0161,0911,1721,2411,100繰出金（各特別会計へ）

5005005006006001,907889普通建設事業費

1,3691,3741,3811,3811,3861,3851,395その他

4,4984,5704,7735,1065,2776,8945,820計

▲ 69▲129▲161▲236▲213▲407▲315収支差引（赤字）

（単位：百万円）（表１）

不景気などから税金も減っていることや、羽幌町の収入の約半分を占める
「地方交付税」も年々減っており、現状のままで町を運営していくことは難し
い状況にあります。
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【
収　

入
】

①
町
税
は　

年
後
の
平
成　

年
に
は　

％

２０

３５

２０

減
少
す
る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。（
金
額
で

は
約
１
億
４
千
万
円
）

②
交
付
税
は　

年
後
の
平
成　

年
に
は　

２０

３５

２０

％
弱
減
少
す
る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。（
金

額
で
は
約
５
億
３
千
万
円
）

③
使
用
料
、手
数
料
の
引
き
上
げ
な
ど
、一

部
町
民
の
方
々
に
負
担
増
を
お
願
い
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。平
成　

年
と
平
成

１８

　

年
に
現
在
の
料
金
を　

％
ア
ッ
プ
し
て
、

２８

１０

収
入
を
確
保
し
よ
う
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

【
支　

出
】

①
人
件
費
／
職
員（
一
般
会
計
）の
数
は
、

現
在
よ
り　

人
程
度
減
ら
し
、平
成　

年

４０

２８

度
に
は
１
０
０
人
程
度
に
し
て
人
件
費
を

減
ら
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。（
収
支
の
状

況
に
よ
っ
て
は
職
員
の
給
与
を
抑
え
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。）

②
普
通
建
設
事
業
費
／
町
が
行
う
建
築
や

土
木
工
事（
下
水
工
事
は
別
）に
要
す
る
事

業
費
は
、平
成　

年
ま
で
は
今
予
定
さ
れ

２１

て
い
る
分
を
全
て
行
う
と
仮
定
し
、平
成

　

年
か
ら　

年
は
６
億
円
、　

年
以
降
は

２２

２６

２７

５
億
円
と
し
て
い
ま
す
。

③
物
件
費
／
施
設
の
維
持
管
理
や
消
耗
品

な
ど
の
削
減
や
節
約
で
、今
よ
り　

年
後

２０

に
は
約
４
千
万
円
減
ら
す
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

④
補
助
金
等
／
各
種
団
体
に
出
し
て
い
る

補
助
金
は
、平
成　

年
度
に　

％
減
ら
す

１８

１０

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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上記のような仮定条件による自立対策により、羽幌町は平成29年頃には貯金がなくなら
ないで収支が保たれることになります。

�������　自立対策の効果により年々赤字幅は小さくなり、平成29年には単年
�������　度収支が黒字になり、以後収支が保たれることになります。
�������　人件費、物件費などの経費節減の効果により、平成26年には１億円
�������　の効果が出ると想定しています。
�������　貯金を取り崩しながら均衡を保ちますが、平成29年から少しずつ貯
�������　金が増えることになります。

H35H32H29H26H23H20H17年度

567578603628655682710町税

収
入

2,3492,3492,4962,6522,8182,9942,878地方交付税

6486486486686681,092737国道支出金

2892892893453451,140598地方債（借金）

596597596586587588582その他

4,4494,4614,6324,8795,0736,4965,505計

1,0091,0091,0091,0721,1261,2131,270人件費

支
出

6246767779059461,1201,149公債費（借金返済）

9439431,0161,0911,1721,2411,100繰出金（各特別会計へ）

5005005006006001,907889普通建設事業費

1,3161,3221,3291,3461,3521,3511,389その他

4,3924,4504,6315,0145,1966,8325,797計

������������▲135▲123▲336▲292収　支　差　引

126140162101907123自立対策による効果

8627156517151,1441,7962,906貯金（基金）の残額

（単位：百万円）（表２）
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